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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成29年5月25日(2017.5.25)

【公開番号】特開2015-196591(P2015-196591A)
【公開日】平成27年11月9日(2015.11.9)
【年通号数】公開・登録公報2015-069
【出願番号】特願2014-76747(P2014-76747)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ   3/56     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ    3/56     ３３０Ｓ
   Ｂ６５Ｈ    1/04     ３２６Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月31日(2017.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　なお、図３において、３０はシートを案内する上方に湾曲した搬送ガイド、２９は搬送
ガイド３０に沿って給送されるシートを停止させることが可能なシャッタ部材である。こ
のシャッタ部材２９は不図示のフレームにより回転自在に支持された図４に示す軸２９Ｄ
を中心に回転自在となっている。また、シャッタ部材２９の一端には、シート搬送路Ｒに
出没可能に突出して給送されるシートを一時的に停止させるための当接部２９Ａ，２９Ｂ
が設けられている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　次に、シート給送装置１００Ｄのシート給送動作について説明する。図７の（ｂ）は、
シート給送装置１００Ｄのシート給送前の初期状態を示しており、このとき、回動部材２
７は下降した状態となっており、分離部材２１はピックアップローラ２０と離間した状態
となっている。画像形成動作が開始されると、ＣＰＵ３００は画像形成部１００Ｂでの画
像書き込み開始信号に基づき、中間転写ベルト５上に転写されたトナー像が２次転写部Ｔ
２に到達するときにシートＰが２次転写部Ｔ２に達するタイミングでクラッチ３０４をＯ
Ｎする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　これにより、図７の（ａ）に示すように、それまで押し下げ部材３４により圧縮バネ３
３に抗して押し下げられていた支持部材２５が上昇し、分離部材２１がピックアップロー



(2) JP 2015-196591 A5 2017.5.25

ラ２０に当接する。この後、回動部材２７は、シートＰがピックアップローラ２０と当接
するまで上昇し、シートＰはピックアップローラ２０によってピックアップされる。なお
、図８は、このときのタイミングチャートである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】
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